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著 “Creative and Mental Growth, 3 edition”??の初版発行は 1947年であり、ジョンストンの著書



















































第 3章 自己表現の最初の段階―なぐり描きの段階― (2才より 4才まで）
第 4章 再現への最初の試み―図式化前の段階― (4才より 7才まで）
第 5章 形態概念の成立―図式化の段階― (7才より 9才まで）
第 6章 写実的傾向の芽生え―ギャング・エイジ― (9才より 11才まで）
第 7章 擬似写実的段階―推理の段階― (11才より 13才まで）



































































































































































































本書で提示されているカリキュラムは、経験を 5つの「領域」に区分し、一つの領域に 3～ 5の
項目（「大項目」と仮称。以下同様）が、一つの大項目には 2～ 7の項目（「中項目」）が、一つの中
項目には 1～12の項目（「小項目」。この小項目が我が国の美術教育における「題材」に当たると思
われる）が設定されており、その数は大項目が 20、中項目が 75（「産業における経験」の「Ⅲ 広
告」には中項目は設けられていない）、小項目が 336に及んでいる。そしてさらに、336の小項目の
内 219には 1～12の具体的なテーマ等が掲げられており、その数は 820に及ぶ。
膨大な項目によって構成されているカリキュラムの全体構造をとらえやすくするために表にまと









































自己の経験 32  2  4  4  5  0  0  47  13.82
家庭における経験 39  0  0  39  0  1  0  79  23.24
地域社会における経験 55  0  0  14  0  1  0  70  20.59
自然における経験 27  0  0  9  0  3  1  40  11.76
産業における経験 39  0  0  50  14  1  0  104  30.59
計 192  2  4  116  19  6  1  340
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【註】
1)新井哲夫「ウィリアム・ジョンストンと思春期の美術教育―我が国における児童中心主義の美術教育に関する研
究（2）」群馬大学教育学部紀要 芸術・技術・体育・生活科学編 第 42号，pp.21-42，2007．3
 
2)竹内 清・堀ノ内敏・武井勝雄共訳，黎明書房，1963年初版
3)Viktor Lowenfeld,Creative and Mental Growth,3 edition,The Macmillan Company(New York),1957
 




































領 域 大 項 目 Ａ 中 項 目 小項目 テーマ
自己の経験 Ⅰ家庭における自己の経験 Ａ自己理解 5  23
Ｂ私の家庭関係 6  19
Ｃ私の社会生活 4  28
Ⅱ自然における自己の経験 Ａ形態対する私の感受性 4  24
Ｂ自然は私の度のような影響を与えるか 5  26
Ｃ自然における私の社会生活 4  13
Ⅲ地域社会における自己の
経験
Ａ地域社会と自己の関係 6  46
Ｂ他の地域社会と自己の関係 1  6
Ⅳ産業における自己の経験 Ａ産業における私の珍しい経験 3  15
Ｂ機械工具や生産行程に関する私の認識 5  19
Ｃ私が買って使用する工業製品 4  4
家庭における
経験
Ⅰ住宅の進歩 Ａ建築材料の進歩 1  1
Ｂ建築学上の特徴の進歩 7  14
Ｃ家具の進歩 6  10
Ｄ器具の進歩 4  18
Ｅ美術活動 5  23
Ⅱ敷地の計画 Ａ住宅の周囲の環境 3  8
Ｂ敷地内の家の配置 3  7
Ｃ建築法令 2  2
Ｄ美術活動 5  20
Ⅲ 室内デザイン Ａ家族のための部屋のデザイン 1  6
Ｂ部屋の構成部分 3  5
Ｃ色彩選択 5  5
Ｄ照明の考慮 6  6
Ｅ家具の備えつけ 2  2
Ｆ美術活動 7  18
Ⅳ家庭生活 Ａ家族の生活 5  17
Ｂ家庭改善のためにすること 4  13
Ｃ造園と景園 10  19
地域社会にお
ける経験
Ⅰ地域社会の設計 Ａ現状 2  7
Ｂ町の将来の改良点 5  5
Ｃ建築および景園のデザイン 2  2
Ｄ運輸・交通機関 4  4
Ｅ他の地域社会、他の地方との相互関係 2  2
Ⅱ 教育と公民権 Ａ健康 3  17
Ｂ安全 4  6
Ｃ学校環境と教育 10  36
Ⅲ レクリエーション Ａ劇場 12  28
Ｂ音楽 6  11
Ｃダンス 10  20
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Ｄ映画、ラジオ、テレビジョン 6  15
Ｅ戸外のレクリエーション 4  12
自然における
経験
Ⅰ自然の原理の解釈 Ａ変化と成長 4  10
Ｂ自然のもつ多様なムード 4  10
Ｃ自然の動き 1  1
Ｄ生物の動き 2  3
Ｅ色彩と光 3  6
Ｆ地肌 3  4
Ｇ保護 5  5
Ⅱ自然の恩恵の利用 Ａ保存 2  6
Ｂ天然資源 3  9
Ｃ景園デザイン 2  4
Ⅲ衣類 Ａ戸外の衣服 4  4
Ｂ気候 5  5
Ⅳ文化に及ぼす地理的、気
候的な影響
Ａ材料に関する自然の作用 2  2
Ｂ美術史 12  16
産業における
経験
Ⅰ 工芸 Ａ陶器 9  16
Ｂ織物デザイン 8  13
Ｃ木工 5  10
Ｄ紙 7  19
Ｅ金工 8  8
Ｆ合成材料 4  8
Ｇ各種材料の相互の関係づけ 2  3
Ⅱ流れ作業および他の工業
生産工程
Ａ自己に対する影響 3  10
Ｂ地域社会における影響 1  2
Ⅲ広告 5  12
Ⅳ消費者教育 Ａ自己 9  18
Ｂ家庭 4  4
Ｃ地域社会 4  11
Ⅴ輸送機関 Ａ壁画の題材 7  12
Ｂデザインの題材 3  6
Ｃ色彩画の題材 2  7
Ｄグラフィックの題材 3  3
Ｅポスターの題材 1  7
Ｆ景園 2  2
Ｇ模型の制作 7  7

































































2. 彫刻をつくる ○ 私のペット
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d. 自分の部屋の配色を決める
6. 額に入れるか、台紙に貼る ◯ 自分の彩色画か素描の中から一枚を選んで






























































































4. コスチュームをデザインする ○ a. 異なる季節のためのコスチューム
b. 異なる気候のためのコスチューム
5. 建築について考える ◇ 自然は家にどんな影響を与えるか
Ｃ自然における
私の社会生活
1. 素描を描く ○ 戸外のスポーツの動き（水泳・跳躍・ランニング
フットボール・投てき・テニス）










3. デザインする ○ a. ピクニック用ベンチとテーブルの製作
b. 戸外のバンガロー
c. 庭園用家具のデザインなど
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o. 映画を見に行くところ



































































2. デザインする ○ a. 機械の部品から示唆されたことの抽象化
b. 工場に見られる運動、リズム、正確さなどか
ら示唆されたことの抽象


























3. はた織り ◆ a. 各種織機の使用法
b. かぎ編み
4. 木工細工 ◆ a. ドアの引き手や、取手のデザイン、仕上げ
b. 旋盤による椀
c. 簡単で機能的な家具
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d. 密集地区や貧民地区をスケッチし改良の方法
を示す






4. 彫刻をつくる ○ a. 特定の庭に立てる野外彫刻をデザインする
b. 庭におく噴水彫刻をデザインする








































































































2. 素描を描く ○ a. 活動区域を区分した家の計画
b. いろいろの部屋での活動
3. 彩色画を描く ○ 別の部屋の窓越しに見るとき（「私の部屋」・「私の
コーナー」・自分の家あるいは部屋に関する個人
的な気持）
4. 版画をつくる ○ リノリウム版画、布地用の木版
5. 織物をする ○ 敷物（種々の材料の併用）
6. 陶工ろくろを回す ○ 花びん、鉢、皿、水さし















3. 彩色画を描く ○ 収入の異なるさまざまな家族に感情移入する
――人々はどのようにの暮しているか
4. 壁画を描く ○ 家族の一日の生活








1. スケッチする ○ a. わが家の改良点
b. わが家の美化のための改良点
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3. 絵を掛けること ○ 最もよい照明や周囲のものからの干渉がないこ
と、見る人の目の高さなどを考慮して、絵を掛け
る

















6. 彫刻をつくる ○ a. 戸外に立てる像
b. モビール









9 . 衣服をデザインする ○ a. 庭の作業着一式をデザインする












































1. 彩色画を描く ○ 私たちの将来の町・私たちの将来の交通・私たち
の将来の夜の町・私たちの将来の町の生活


















4. 彫刻をつくる ○ 重要な出来事のためのモニュメントを塑造で制作
する（世界大戦・偉大な業績・空港）




























Ｄ輸送と伝達 1. デザインする ○ 道路標識を創案する（ストップ カーブ 急勾配
スリップ注意 交差道路）
2. ポスター ○ 「事故防止」「赤信号に注意」「道路で遊ぶな」「徐
行」「学童」「病院付近」「鉄道踏切」「バス停留所」
3. 壁画 ○ 空港の壁画 バス発着所の壁画 鉄道終着駅の壁
画 町を中心にした輸送の発展 電話会社の建物
の壁画 郵便局の壁画 郡内あるいは州内の旅行















1. 壁画を描く ○ 町の人々の出身地 地域社会の祭り さまざまな
地方の人々の生活







































2. 彩色画を描く ○ a. 事故（工場で・路上で・交通機関で・家庭で・
レクリエーションで）












3. 配列を工夫する ○ a. 学級のために貝がら、岩、苔、草木、花など
を使って自然物の配列を工夫する
b. 書籍カバーの陳列
4. 壁画を描く ○ a. ?わが校の発展」
b. ?教育者の一生」
c. ?書籍の発達」




6. 挿絵を描く ○ 気に入った物語や本の挿絵を描く




8.展示をする ○ a. 学級の展示会をおこなう
b. 特定の目的に従った展示品の配列（技倆・テー
マ・材料・主題など）
















Ⅲ レ ク リ
エーショ
ン



































8. 衣裳をデザインする ○ 一幕物の役について研究し、衣裳とメーキャップ
をデザインする




10. 人形劇 ○ 人形劇のための舞台装置と配役をデザインする

















2. ポスターをつくる ○ 町の音楽祭、楽団演奏、合唱団、室内楽のリサイ
タルなどのためのポスターをデザインする




4. 彩色画を描く ○ a. 演奏会で「傾聴しているところ」
b. ?ジャズ」
5. スケッチする ○ リハーサル中の演奏家の動作
6. レイアウトをする ○ 特定のプログラムのためのレイアウトをする
Ｃ ダンス 1. 衣裳をデザインする ○ a. 創作舞踏家の演技用の衣裳（「悲嘆」・「工業的
リズム」・「道化師」・「恍惚」・「憂鬱」）
44 新 井 哲 夫
b. 各種衣裳のデザイン（フォークダンス・社交
ダンス・五月祭・野外ダンス・正式の舞踊）














5. スケッチする ○ a. 舞踊の中の自然の動き―連続する中の一つの
動作
6. 美術史 ◇ a. 異なる時代や文化を通じてのダンスの表現を
辿る






8. 彩色画を描く ○ ダンスに対する個人的な感覚
9 . ポスターをつくる ○ a. ポスターのデザイン（舞踊祭・社交ダンス・
野外ダンス・春の祭）

















































3. デザインし、制作する ○ a. 椅子つきテーブル
b. 野外かまど
c. 野外用の調理道具


















































3. デザインする ○ a. その日の様々な気分に応じた反応






















Ｆ質感 1. 写真とデザイン ◇ a. 天候の影響や長い年月の消耗を経た、砂や水
の波紋、岩や小石の形、潮の影響（海岸線、内
海に対する）、雪の造形（吹き積り、雪片の研究）








3. 壁画を描く ○ 人間の手によって巧みに作られた土の地肌の特質
―耕作の時期、収穫の時期
Ｇ保護 1. ポスターを描く ○ a. 州立および国立公園
b. 森林の保護、予防
2. スケッチを描く ○ a. 住宅、ビル建設用地としての発展の可能性と
限界
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4. 壁画を描く ◯ 成長の様子や賢い保護の方法、樹木のあらゆる部
分から作られたものを示す























































Ｂ気候 1. 季節 ◇ 自分の衣服をモデルにして、素材の重さ、スタイ
ル、色について検討する
2. 天候 ◇ 風雨に耐える素材、素材の重さ、スタイル、布地
の量
3. 緯度 ◇ 緯度の違い、土地の高低に関連した素材の重さ、
スタイル、色
47ヴィクター・ローエンフェルドと思春期の美術教育




















2. コラージュを制作する ○ 風化した材料を使用したコラージュを制作する
3. 写真を撮影する ○ 材料の完全に風化した建築物を撮影する




































































Ｂ織物デザイン 1. 織物捺染 ◆ a. 木版捺染
b. ステンシル捺染
c. エヤブラッシ












































6. 彫刻する ○ a. ?自由な形」
b. 盆
c. 木像




8. 大工仕事をする ○ 簡単な家具をデザインし、制作する（テーブル・
椅子・ベンチ）


































3. はんだづけをする ○ a. 針金彫刻用の軟いはんだ
b. 宝石細工用の硬いはんだ（ブローチのピン
指輪の宝石はめ込み台）



















































































































































































































































































b. トラック（木材伐採用 貨物輸送用 ごみ運
搬用 荷上げ、荷下し用）
c. 飛行機（旅客用 貨物用 各種戦闘用）


































Ｆ景観の美化 1. 高速道路地区の景観 ◇
2. 高速道路の分岐地点の景観 ◇









註（1）：表にまとめるにあたっては、原著 “Ｃ reative and MentalＧ rowth”3 editionと邦訳を照合し、必要に応じてより平易
な表現に改訳した。
註（2）：「領域」「大項目」「中項目」「小項目」「区分」「テーマ等」の名称、及び小項目のカテゴリー区分は、筆者がカリキュラ
ムの構造を把握すしやすくするための試みであり、原著及び邦訳には存在しない。
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